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　供試有機酸 の 酵 母 に 樹す る態度 ｛ま ， す べ て こ の 2 つ の 範疇 （乳 酸型 と酢酸型 ） に 分類す る こ とが 出來 る，すな

わ ち ， 前者 の乳 酸型 に 鯔す る もの は ，乳酸 ， 枸櫞酸，酒 石 酸 ， 琥珀酸 ， 蓚酸 ，林擒酸，マ ロ ン 酸，∀ レ イ ン 酸 ，

お よび焦性葡萄酸 （これ らは オ キ シ 酸 ， 二鹽基酸 ， 乃至 は 三 鹽基酸 で あ る） で あ り， そ れ ら の 有機酸 の 効果の 間

に は，若 干 の 差 異は あ るが，大體 の 傾向は 乳 酸 と周 じで ある．後者の 酢酸型 に 屬す る もの は ，蟻酸，酢酸 ，
プ 卩

ど才ン 酸 ， 酪酸，吉草酸，お よび 安息香酸 （一鹽基 脂肪 酸 ） で あ り，こ れ らの 中で は旋素原子數が 多 くな るに 從
つ て ， 増殖阻害作用 が漸次強 くなつ て い る，

なお ・酵母墸殖 i調 す る乳ew 有灘 の 最灘 度 として は ・ 孅 的に ‘ま0．05−一・，1・M とい 5 こ と eeeめ たが，
transamination の 理 論か ら計算す る と 0．06M と な り， 實驗結果 と一致 して い る こ と を見出した，
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微生物の カ ロ チ ン 生産 に關す る研究 （第 8 報 ）

　NeurOsPo2’a 豌 o助 諏 Conidia の 發 芽 促進法 に つ い て

石 井 隆 一 郎 ・宮 本 敏 彦 （大阪市立衞生 研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1〕　緒　　　　　雷

Asc °sp °「e は
一
般 に C ・nidia よ磁 熱 で は 縢 性で あ るが 瑕 芽 も困難 で あ る．　SH ・A ・ and ・ D 。DGE ・）は ，

D °DGEza ’
・
　RAM ・・Wa ） 及 び B・TTS4 ’ 等 が他 の 齷 の A ・c ・sp ・ re の 谿 雕 の た め ｝・雛 し妨 法 を 用い て

N ・S の Asc ・sp ・・e の 發芽促灘 と して hea・ ・h・・k を 利用 し・ 2・欄 mi 燗 ｝・SUa か ら9・℃ ｝・嬲 せ しめ る と，

發芽困難な A ・… p ・ re も4〜5　hrs で 略純粹臆 に お い て 餅 せ しめ る 鞠 ：出來 る と述べ て い る．
N ・S 　eeの 培養 に よ る 炉 チ ン の 蛙 に あたつ て 駐 と して その C・ nidi ・ （C ・ ）を黼 す るth：・ Cn の 發芽 は

Ascospore に 比 し遙に容易で ある とは い え製麹法 の 場合 の よ 5に ， そ の 培i鐶 魔が完 全 に 純粹駄態 に あ る とは

言えず ・ 特 に他 の 糸韈 の 鞴 條件 と同一培養條件下 に あ るた め 培養時 間の 短 縮 の 上 か らも發 芽促進 の 必要 性 は

多 sePt しな 噺 で あ る・こ の 意昧が ・ heat ・h・ ck ・ ｝・よ る C・ の 餅 僕 法 に つ い て 孅 し艦 果 を黠 す
る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔鉦〕 實 驗 方 法

　 1　種培養基及び發芽用培養液

　毬培養に は サ イ コ ロ 歌 の ペ ン 片を用 い ，發芽用麥湿 まL7〜2．5Bllg の もの を120℃
， 20min殺菌 して 用い た。

　 I　Conidia發芽率測定 法

鸛 養よ り　 Cn を 1 白餌 と り發芽rees汁 ・cc を含 む發芽用試 Wteri・移 し厂 盤 度 の 恒温器 内 で ＿定 時間
「 mee・

　 as℃ で一定 時 間培養 し・ こ の C ・ 懸濁液 を直 に と りだ して 搬 し ， 飆 ・あ る C 。 ・・0ケ 中發芽したも
の の 數 を測定 し ， そ の 測 定 を數回繰返 して 亭均 し發芽率％ を算出した．

　　　　　　　　　　　　　　　　 〔璽〕 麥汁濃度 の 發芽 に 及ぼ す影響

．發芽用麥汁 の xy に對 す 撮 適eereと發芽獅 時間的經過 とを 知 るた め に 行 つ た．その 滌 は 第 瑛 の 如 くで

發 芽 に cx　2　Bilg附近 が 適 して い る・夊 短時黻 の 欝 靴 長時間後 の それ ｝・略 妣 例 し て い る事を確 か め た．
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Table　1。　 E 丘ect 　of　malt 　extract 　concentration （Ba班ing）

　　　 on 　the 　germination 　of 　Conidia（Ger加 ination ％）
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Experiments　were 　 carried 　out 　 with 　the 　conidia ，

incubated　 and 　produced 　on 　bread　rnedium 　for　8　days．

　　　〔】V〕　定沮法に よ る發芽

　　　　　　促進効果

　 1．Conidia懸濁麥汁 を加温 し た

　　　場合

　35， 37，
40℃ に て 1 ， 2 ，3hrs 加

温 し その 影響 を調 べ た結果 は 第 2 表

に 示 す如 くで，35 及び 37℃ の 2 〜3

hr8處理 が 初期 の 發 芽率 を た か め る

よ 5 で ある．

　亘．Conidia を直接加濫 した 場合．

　 1の 場合 は Cn を 1．7BIlg の 麥汁

に 分散後加温 したが今回it　Cn の み

1

Table 　2．　 Effect　of 　previous　heat　treatment

　　　　 on 　the 　ger 皿 ination　of 　conidia （1｝

　　　　　（Germination ％｝

Temp ℃ ，heated

オ

Germ ．media
Germ ．　 ti皿 e

Heated 　 hrs

国 37

36

 

Malt 　extract
1

，
7Ba11 血 9

Malt　 eXtract

1，7Balling
　 　 　十

　 1％ NaC1

Malt　 extract

1，7Balli 旦 g
　 　 十

　2％ NaCI

Table 　3．　 Effect　 of 　preVious 　 heat

　 treatment 　 on 　 the　Germidation

　of 　Conidia （H ）（Germination ％｝

Temp ．℃ ，
　heated 国 37

　 　 3636

0123 62761 × 627

10411630 　825
・・5・1・728 ・・2・

2457117219117

Geam ．　 media

＼

＼ Germ ．　time
　　 　　 ＼ 、
　　 　　　　　

、馳、
Heated 　hrゴ＼

＼

3636
　1

11l 　 　 l

Malt　extract

2卿5Balling

012 831831

935740

8341241

0 429429429

1 1587251431

2 1227162657

3 25諷 1722611

0 328328328

1 333418328

2 1434101959

3 222214211017

Malt　 eXtract

　 　 　 十

　 1％ NaCl

012 3126326
10281332

14331225

Malt 　 extract

　 　 　 ＋

　2 ％ NaCl

012 220220

携！耋

Eexperiments　were 　carried 　gut 　with

the 　co 煎 dia
，
　incubated 　a陰d　produced 　on

bread　medium 　for　7　day9．　The　conidia

suspended 　 in 皿 alt 　 extracts 　 were 　kept

at 　35　0r 　37
°C

Eexperiments 　were 　 car ピied　out

with 　the　conidia ， 血 cubated 　and

produced 　on 　bread　medium 　 for　12

days．　 The 　 conidia 　on 且y　was 　kept

at 　350r 　37
°
C

s

を直接加温 し九 その 結果は第 3表に示す如 くで あ るが ， 35〜37℃ の 加源が有効 の よ 5 で あつ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔V〕　舞温法 に よる發芽促進効 果

鰍 法 は 〔rv〕Ii雌 じた力覈 芽用試瞼管 は C ・ を移植衝 恒温槽に い 溜 ・5C よ り 0・22’Clmin の 速度で 昇温

し所定 温 鹿に 達 した ら直に25℃ の 恒温器 に移 し 3及 び 6hr8 培養後發芽状態を觀察 した．爾
一定温度 に 逹す る に

9tした 時 聞 ｛t35　C では57mi ・ ，37
・C・− 61 ・・i．・n40eC ・− 78min で あ り・SUWaと して 22・S“C で60mi ・ の もの を綵用した・

　そ の 結果 は 第 4表 に 示 す如 くで 35DC及 び 37℃ で et　6　hrs後 の 觀察で そ の 促進効果 が 明確 に認 め られた．3こ定 温

昇温法 共 食鹽の 添加は 鏡強下の 發芽率 には む しろ 阻害作用を示 した が一甕夜培養後 の 培養基 表面 の 菌糸及 び Cn

着生を顯著 に 促進 した．こ れは 菌糸の 生育 に適 した醪透壓を與 えた事 と食鹽添加 に よ り淨力を財大 した培養液 の

た め ， Cn が淨上 し直接室氣 に 接觸した た め で は ない か と考 え られ る．
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Table ．4．亘ffect　 of　heat　 treatment ，　gradually 　heated　 on 　the

　　　　　 germination 　 of 　conidia ．（Germination ％）

Germ ．　 media
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The 　co η idi母 ncubated 　and 　produced 　on 　bread　medium 　for　7　days ，　and 　the

conidia 　was 　suspended 　in　malt 　extracts 　and 　kept　at 　35r40℃ ．

Table 　5．　 Effect　of　provious　heat　treatment 　of　conidia 　on 　growth

　　　　 and 　 conidia 　product 三〇 n 　by ハJeκ rospora 　sitophita ．

1 2 3 4 5
5

No ．
MCMCM ’CMCMC

Contro1

123 555 666 十

21

7鯨

77

888 143

　　 35℃

　　 1hr1
％ Na α

123 一

十

十

一

一

｝

555 土

1

十

676 十

42

8108 898 9109 9109

35 ℃

1hr

123 十

十

十

5　　 ± 　　　6
5　 　 ± 　 　 　6

5　　　　　　 6

十

十

3n41888 9Q

り

9

543

37 ℃

1hr

123 十

十

十

555

十

十

66611 3547°

77

888 787

M ；Mycelia，
　C ：　Conidia．

　　　　　　　　　　〔U 〕 製麹時 に お け る 定温法 の 菌糸 及び Cenldle 生 産 に 及 ぼす彫響

　n9　5g ，酢酸緩衝液 pH 　5．2， 7．5cc｝こ Cn　 1 白 金 耳 を播魔25℃ で シ ヤ ーレ 培養を行 い 菌糸及び Cn 生産の 斌況を

覬察した結果を第 5表に示す ．乃ち heat　shock に よ る促進効果 は 明確 で あ る事 を確 か め た．又 食 鹽添加の 効

果 も明 か で あ るが後報 にお い て 遞べ る豫定で ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔刷D　總　　　　 括

　Conidia を播踵す る に 先立 つ て 35〜37℃ に 1〜3　hrs 加温す る とその 發芽率 は 増大 し製麹工 程 の 短縮に効果的

で あ る事 を認 め た．

　終始 御指導御 鞭 撻 を賜わ．b ま し た所 長 茶 珍博 士 ，恩 師京 大 歡 授商 田 博士 ， 阪大 歡 授照 井博 士 に 深謝 し ， 御援助

下 さい ま し た 日本資 糧 工 業株式會瓧 大 阪工 場長 八 幡 武 徳 氏 に 御禮 申上 げ ます．

　伺 本 研 究 は 昭 和 28年 10月16日本會講演會 に て 報告 し た．　　　 （NeurosSora 　sitePkita 　l二蘭す る研究第 17報 ）
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